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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
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八
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回
質
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:
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（
と
い
う
の
は
）
肉
に
よ
っ
て
弱
く
な
っ
た
た
め
、
律
法
に

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
神
は
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

神
は
ご
自
分
の
御
子
を
、
罪
深
い
肉
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、

罪
の
き
よ
め
の
た
め
に
遣
わ
し
、
肉
に
お
い
て
罪
を
処
罰
さ

れ
た
の
で
す
。

8
:
4

そ
れ
は
、
肉
に
従
わ
ず
御
霊
に
従
っ
て
歩
む
私
た
ち
の
う
ち

に
、
律
法
の
要
求
が
満
た
さ
れ
る
た
め
な
の
で
す
。

（
ロ
マ
八
章
三
ー
四
節
／
新
改
訳2

0
1
7

）

（
問
一
）
三
節
で
「
律
法
に
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
」
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。
さ
ら
に
「
神
は
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

（
問
二
）
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
が
拠
っ
て
立
つ
べ
き
土
台
は
何
で
す

か
。
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私
た
ち
の
救
い
の
土
台

（
ロ
マ
八
章
三
節
）
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尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
講
解
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ロマ 8:3

to. ga.r avdu,naton tou/ no,mou evn w-| hvsqe,nei dia. th/j sarko,j( o` qeo.j to.n eàutou/ uìo.n pe,myaj evn
om̀oiw,mati sarko.j àmarti,aj kai. peri. àmarti,aj kate,krinen th.n àmarti,an evn th/| sarki,(

<文法解析ノート> Rom 8:3
@1# ò to.dans 冠）対中単 冠詞（この､その） @2# ga,r ga.r（ガル）cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから
@3# avdu,natoj avdu,naton ap-an-s 形）対中単 できない､不可能な､力のない
@4# ò tou/ dgms 冠）属男単 冠詞（この､その） @5# no,moj no,mou n-gm-s 名）属男単 律法
@6# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､ @7# o[j w-| aprdn-s^npdn3s 関）与中単/代）与3単 この～
@8# avsqene,w hvsqe,nei viia--3s 動）直未完能3単 病気である
@9# dia, dia. pg 前）属 ～を通って､～の故に､～のために @10# ò th/j dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その）
@11# sa,rx sarko,j( n-gf-s 名）属女単 人間､肉体､身体､血のつながり
@12# ò òdnms 冠）主男単 冠詞（この､その） @13# qeo,j qeo.j n-nm-s 名）主男単 神
@14# ò to.n dams 冠）対男単 冠詞（この､その） @15# eàutou/ èautou/ npgm3s 代）属男3単 彼自身､自分自身､
@16# uìo,j uiò.n n-am-s 名）対男 息子､子､子孫 @17# pe,mpw pe,myaj vpaanm-s 分）アオ能主男単 送る､遣わす
@18# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､ @19# òmoi,wma òmoiw,mati n-dn-s 名）与中単 似た物
@20# sa,rx sarko.j n-gf-s 名）属女単 人間､肉体､身体､血のつながり
@21# am̀arti,a am̀arti,aj n-gf-s 名）属女単 罪
@22# kai, kai. cc 接）等 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば
@23# peri, peri. pg 前）属 ～のこと @24# am̀arti,a àmarti,aj n-gf-s 名）属女単 罪
@25# katakri,nw kate,krinen viaa--3s 動）直アオ能3単 罪に定める､罪を宣告する
@26# ò th.n dafs 冠）対女単 冠詞（この､その） @27# am̀arti,a am̀arti,an n-af-s 名）対女単 罪
@28# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､ @29# ò th/| ddfs 冠）与女単 冠詞（この､その）
@30# sa,rx sarki,( n-df-s 名）与女単 人間､肉体､身体､血のつながり

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】 肉によって弱くなったため、律法にできなくなったことを、神はしてくださいました。神はご自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のきよめのために遣

わし、肉において罪を処罰されたのです。

【NKJV】 For what the law could not do in that it was weak through the flesh, God did by sending His own Son in the
likeness of sinful flesh, on account of sin: He condemned sin in the flesh,

【KJV】 For what the law could not do, in that it was weak through the flesh, God sending his own Son in the likeness
of sinful flesh, and for sin, condemned sin in the flesh:


